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なっちゃんは、
おくののしょうがくせい。
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と あとずさり。
たくちゃんは、どうした！

と おもったら。こいのせな
かをなでなで・・・。
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そのひの ゆうがた。
じぃじ・ばぁばのいえ

にあそびにいった。

たくちゃんが、
はしりよってきて・・・
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なかをあけてみると、
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「かってはいけない
せいぶつ」

のぺーじ

「きけんな せいぶ
つたち」
のぺーじが・・・。

わけてかいてあるぞ
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よくみると、えとじが、た
くさんかいてあった。

にゅうがくしたばかりのた
くちゃんが、かいたという
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を みてみると・・・。
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まちがえてるじも

あるが、それがまた
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つぎに、

のぺーじが・・・。
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あるいているようだ。
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たくちゃんは、しょうがっ
こうに にゅう
がくしたばかり
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しかも、ちゃんと
わけてかいている。



- 31 -



- 32 -

じぃじ・ばぁばのいえ
にうれしそうに やって
きた。

たくちゃんが、
はしりよってきて・・・
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「じぃじ、みて、
みて。あたらし
いずかん、つく
ったんだよ」
と、うれしそう
に さしだして
きた。 これだ！

「どうぶつずかん」
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かめやうさぎがいる・・・。
「こんなにかけるのは、おく
ののさとやまでそだったから
だな！？」
と、おじいちゃん。
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